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第２学年２組 算数科指導案 

 

 

１ 単元名 長方形と正方形 

      さんかくやしかくの形をしらべよう 

 

２ 単元目標 

 平面図形に進んで関わり、図形についての感覚を豊かにしながら、三角形、四角形などの構成要素をと

らえそれらの意味や性質を理解し、図形を構成する要素に着目してとらえる力を養うとともに、それら

を今後の生活や学習に活用しようとする態度を養う。 

 

３ 単元の評価規準 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

三角形や四角形、直角、長方

形、正方形、直角三角形の意味

や性質を理解するとともに、紙

を折って直角を作ったり、長方

形や正方形などを作図したりす

ることができる。 

辺や頂点など図形を構成する要

素に着目し、三角形や四角形、

長方形や正方形などの特徴を見

いだし、説明している。 

身の回りにあるものの形の中か

ら、三角形や四角形、長方形や

正方形などを見つけ図形として

とらえ、数学的に表現・処理し

たことを振り返り、数理的な処

理のよさに気づき今後の生活や

学習に活用しようとしている。 

 

４ 学習指導要領上の扱い（P118） 

 第２学年 B 図形 

 （１）図形に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

  ア 次のような知識を身に付けること。 

  （ア）三角形、四角形について知ること。 

日 時 令和７年６月４日(水) 

 第５校時 13:00～13:45 

場 所 第２学年２組 教室 

対 象 第２学年２組 ３５名 

指導者  
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  （イ）正方形、長方形、直角三角形について知ること。 

    イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

  （ア）図形を構成する要素に着目し、構成の仕方を考えるとともに、身の回りのものの形を図形と

して捉えること。 

 

５ 研究主題との関連 

【本単元で目指す児童像】 

１ 新しく得た知識を活用して、探究的に学び、 

図形図鑑をまとめることができる。 

２ 他者との交流を通して、友達とパズルを合わ

せたり、重ねたりして考えを広げ、協働的に学ぶ

ことができる。 

【単元を通して獲得させたい知識】  

次 獲得させたい知識 

１次 

（教科書

に準じた

活動） 

《獲得させたい知識（内容）》 

・辺や頂点の数に着目して図形を分類する活動を通して、三角形、四角形の意味や性質を

理解する。 

・図形を弁別する活動などを通して、三角形、四角形についての理解を確実にする。 

・直角の意味を知り、紙を折って直角を作ることができる。 

・長方形は４つのかどが直角になっている四角形で、対辺の長さが等しいことを理解して

いる。 

・正方形は４つのかどが直角で、４辺の長さが等しい四角形であることを理解している。 

・直角三角形は１つのかどが直角になっている三角形であることを理解している。 

・方眼を用いて、長方形、正方形、直角三角形を作図することができる。 

《獲得させたい知識（方法）》 

・図形図鑑を作ることで、既習を振り返りやすくする。 

・三角形や四角形の弁別の仕方を、構成要素などを観点として考え、説明している。 

２次 

（探究的

活動） 

《獲得させたい知識（方法）》 

・図形図鑑を活用して、図形クイズやパズルクイズを作り、解きあう。 

 

【時数を生み出すカリキュラムマネジメント】 

単元名 教科書通りの時数 実際の実施時数 生み出した時数 TOTAL 

長方形と正方形 １０時間 ９時間 ＋１時間 ＋１時間 

２次  １時間  ０ 
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＜研究主題にせまるための手立て＞ 

◯OPPA（１枚ポートフォリオ評価）の活用 

 「大切だと思うこと」「感想」を毎時間書き溜めていくことで、既習事項を想起しやすくして授

業の連続性を生み、次時への意欲を高める。 

〇１時間で長方形、正方形、その他２つの四角形を扱うことで、直角、辺の長さに着目して比較し、そ

れぞれの特徴を見いだすことができるようにする。 

 

【子供の知識が連続する学習サイクル】 

【学習計画】 

 

学習活動（評価） 子供の思考の想定 

【
第
１
時
】 

◯パズルを使って形作りをして平面図形に親しむ

とともに、三角や四角の形について調べるという単

元の課題を設定する。 

 

 

 

 

◯辺や頂点の数に着目してパズルのピースを２つ

の仲間に分ける。 

◯「三角形」「四角形」の意味や性質を理解する。 

  三角形、四角形を弁別する。 

◯用語「辺」「頂点」を知る。 

（◆三角形、四角形の意味や性質を理解している。

【知・技】） 

（◆図形の辺や頂点の数に着目して、図形を分類し

ようとしている。【態度】） 

〇図形図鑑１ページ目をまとめる。 
 （三角形と四角形で仲間分け、定義） 

A: 
・か（または

あ）を３枚く

っつけるとき

になる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
A:とがった角

というのはわ

かりにくい。

人によって分

け方が違う。 

B: 

・おを２枚合

わせると、く

の形になる。 

・あ・かを２

枚ずつ合わせ

ればくにな

る。 

・か・きをく

っつけるとい

になるし、く

にもなる。 
B:とがった角

がある。 

 

C: 

・あ・かは、

同じ形だ。 

・う・えをく

っつけると、

あ・かと同じ

形になるね。 

・あ・かを合

わせると、お

と同じ形だ

ね。 
 
C: さんかくと

しかくがある

よ。 

どれも直線で

囲まれてい

る。 
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【
第
２
時
】 

◯図形を弁別する。 

◯ドットを直線で結んで、三角形や四角形などの

基本図形を構成する。 

〇図形図鑑２ページ目をまとめる。 

（ドットを結んで三角形と四角形の作図） 

◆三角形や四角形を弁別したり、ドットを結んで作

図したりすることができる。【知・技】 

◆三角形や四角形の弁別の仕方を、構成要素などを

観点として考え、説明している。【思・判・表】 

A:直線で囲ま

れた形だか

ら、隙間があ

ってはいけな

い。 

B:直線でない

と三角形・四

角形とはいえ

ない。 

C:点と点を結

んで三角形や

四角形が書け

た。 

【
第
３
時
】 

◯身の回りから四角形の形をしたものを探す。 

◯紙を折って直角を作る。 

◯操作を通して、平角を２等分した形を「直角」

ということを知る。 

◯身の回りから直角を探す。 

◆直角の意味を知り、紙を折って直角を作ることが

できる。【知・技】 

◆身の回りにあるおのの形の中から直角を見つけよ

うとしている。【態度】 

A:体育館や校

庭にもありそ

うだね。帰り

道や家でも探

してみたい。 

B:他にもロッ

カーやドアの

角も直角だ

よ。 

C:教科書やノ

ートの角は直

角だよ。 

【
第
４
時
】（
本
時
） 

◯第１時で弁別した四角形を、直角に着目してさ

らにグループ分けする。 

◯「長方形」を弁別する。 

◯「正方形」を弁別する。 

◯「長方形」の意味や性質を知る。 

◯「正方形」の意味や性質を知る。 

♦辺や頂点など図形を構成する要素に着目し、三

角形や四角形、長方形や正方形などの特徴を見いだ

し、説明している。【思・判・表】 

〇図形図鑑３ページ目をまとめる。 

（四角形をグループ分けしたもの） 

A:四角形が細

かく分けられ

るのであれ

ば、三角形も

直角にがあ

る・ないでわ

けられそう

だ。 

B:直角の数に

も違いがあ

る。 

C:直角があ

る・ないで分

けられそう

だ。 
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【
第
５
時
】 

◯不定形の紙を折って長方形を作る。 

◯全てのかどが直角であることを確かめる。 

◆長方形は４つのかどが直角になっている四角形

で、対辺の長さが等しいことを理解している。

【知・技】 

◯長方形と正方形の共通点から、長方形から正方

形の紙を作り出す方法を考える。 

◯長方形の紙を折ってはみ出した部分を切り取っ

て正方形を作る。 

◯すべての角が直角で、全ての辺の長さが等しい

ことを確かめる。 

◆正方形は４つのかどが直角で、４辺の長さが等し

い四角形であることを理解している。【知・技】 

◆図形の置かれた位置に関係なく、長方形の意味や

性質を見いだし、説明している。 

【思・判・表】） 

◆図形の置かれた位置に関係なく、正方形の意味や

性質を見いだし、理解している。【思・判・表】 

A:長方形を作

れるなら、正

方形も作れる

はずだ。 

B: 直角を作っ

たときと同じ

ように、へり

がきちんと重

なるように折

れば作れる。 

C:１回折った

あとに、三角

定規を使って

直角になるよ

うに折ればい

いのかな。 

【
第
６
時
】 

◯長方形、正方形を対角線で分割してできた形に

ついて考える。 

◯「直角三角形」の意味や性質をまとめる。 

◆直角三角形は１つのかどが直角になっている三角

形であることを理解している。【知・技】 

〇図形図鑑の４ページ目をまとめる。 

（直角三角形について） 

A:正方形な

ら、切った三

角形をもう１

度切っても直

角三角形がで

きる。 

B:長方形も正

方形も４つの

角が直角だか

ら、直角が１

つある三角形

ができる。 

C:１回めの授

業で三角形２

つを合わせる

と四角形がで

きたから、四

角形を切れば

三角形ができ

る。 

【
第
７
時
】 

◯方眼紙に長方形、正方形、直角三角形を書いて

図形図鑑（５ページ目）に貼っていく。 

◯友達同士で正しい形になっているか確認しなが

ら進めていく。 

◆学習内容を適切に活用して筋道立てて考え、問題

を解決している。【思・判・表】 

A:方眼紙のま

すを使わなく

ても、斜めに

引いた直線で

も直角が作れ

るよ。 

B:正方形なら

１つの辺の長

さだけ分かれ

ば書けるよ。 

長方形ならた

てと横の辺の

長さが分かれ

ば書けるよ。 

C:方眼のます

が正方形だか

ら、ますを使

えば書ける

ね。 
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【
第
８
時
】 

◯身の回りから長方形や正方形の形をしたものを

探す。 

◯合同な長方形や正方形、直角三角形などを使っ

て敷き詰め模様を作る。 

◆学習内容を生活に生かそうとしている。【態度】 

A:ダンボール

は長方形を組

み合わせてで

きている。 

B：きれいな

模様ができて

嬉しいな。 

C:正方形より

も長方形をた

くさん見つけ

たよ。 

【
第
９
時
】 

◯「たしかめよう」に取り組む。 

◯「つないでいこう算数の目」に取り組む。 

◆基本的な問題を解決することができる。【知・

技】 

◆数学的な着眼点と考察の対象を明らかにしなが

ら、単元の学習を整理している。 

【思・判・表】 

◆単元の学習を振り返り、価値づけたり、今後の学

習に生かそうとしたりしている。【態度】 

A:それぞれの

形について辺

の長さや角の

大きさをもと

に説明でき

る。 
 

B:自分たちで

つくった図形

ずかんや教科

書を見直しな

がら、しっか

り問題を解く

ことができる

よ。 

C:わからない

問題はしっか

りと聞いて解

く。 

【
第
１
０
時
】 

◯個々が選んだ課題に取り組む。 

・図形図鑑をさらに充実させる。 

・図形クイズを作る。（紙、タブレット PC） 

・パズルで様々な形作りに取り組む。 

・自分の課題だと感じるものに関するプリントに取

り組む。 

A:図形クイズ

をつくって、

問題を出した

いな。 

B:図形図鑑に

丸とか五角形

とか色々な形

も入れたい

な。 

C:パズルを組

み合わせて

色々な形を作

るよ。 

５ 本時の展開（４時間目／１０時間） 

（１）本時の目標 

   辺や頂点など図形を構成する要素に着目し、三角形や四角形、長方形や正方形などの特徴を見い

だし、説明している。【思・判・表】 

（２）本時の展開 

学
習 

過
程 

〇学習活動 C：予想される児童の反応 
・ 教師の手立て 

◆ 評価【観点】（方法） 
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問
い
を
も
つ
（
問
題
・
仮
説
） 

① ゴールの設定・導入の工夫 

◯既習事項の確認 

 ワークシートの「大切」「ふりかえ

り」を見て、既習事項を確認する。 

C:四角形→い・お・き・く 

C:直線の数とかどの形で分けた。 

◯前時に学習した「直角」を生かし

て、さらに細かく分けられないか考える。 

 

・三角形と四角形に分けたときのこ

とを想起させ、かどの形と直線の

数に着目して分類したことを確認

する。 

 

 

 

 

 

 

・前時に折り紙で作ったマイ直角を

出すことで、マイ直角を使いたいと

いう気持ちから、調べたい気持ちへ

とつながるようにする。 

・四角形をさらに細かく分けて、図

形図鑑をもっとくわしくするという

ゴールを設定する。 

見
通
し
を
も
つ
・
解
決
方
法
を
考
え
る 

② 知識（内容）の想定 

【１年算数科：かたちあそび】 

似ている形として、つつのかたち、サイコロの形、ボール

の形、箱の形に分類した。 

形をうつしとると、丸、三角、四角に分類できた。 

【１年算数科：かたちづくり】 

三角形の色板で三角も四角もできた。数え棒でも形を作っ

た。 

三角はかどが３つ。線が３つ。線はつないで書くこと。 

四角はかどが４つ。線が４つ。線はつないで書くこと。 

色々な模様を作った。 

【２年算数科：本単元の第３時】（前時） 

教科書やノート、ロッカー、ドアなどのかどは直角 

三角定規の１つのかどは直角 
 
③ 知識（解決方法）の想定 

C:１年生のときに、ましかくとながしかくを勉強した。こ

の四角形グループにもあります。 

C:前の時間に直角を学習したから、直角がある・ないで分

けられそうだよ。 

C:直角の数にも違いがありそう。 
 
◯それぞれの四角形の何を調べれば分けられるか考える。 

C:４つのかどを調べる。 

C:直角を見つける。 

C:４つの辺の長さを調べる。 

・前時に直角を学習したことから、

直角の有無、数に着目すれば分けら

れるという児童の発言を拾う。 

・前時の学習を振り返らせ、直角や

辺の長さの調べ方を想起させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・「図形ずかん」を見て、弁別する

際に何に着目すればよいのかを確認

できるように声をかける。 

もっとくわしい図形ずかんにしよう。 
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 ◯辺の長さと直角に着目して調べる。（個→グループ） 

 辺の長さ 直角の数 

い 向かい合った辺の長さ

は同じ 

なし 

お 向かい合った辺の長さ

は同じ 

４つ 

き ２つは同じ。 ２つ 

く ４つの辺の長さは同じ ４つ 
 

・教科書付録のパズルだけでなく、

大きさの異なる正方形・長方形も用

意して汎用性を高められるようにす

る。 

取
り
組
む
（
他
者
と
の
協
働
） 

◯四角形を調べて気付いたことを話し合う。 
 
◯調べたことを発表する。 

［直角］ 

C:お・くのかどは全部直角だ。 

C:４つとも直角だった。 

［辺の長さ］ 

C:くの辺の長さはどれもぴったり重なったから、全部同じ

長さだ。 

C:辺の長さをものさしではかったら、４つとも同じ長さだ

った。 
 
C:どの四角形も４つのかどがみんな直角 

C:どの四角形も４つの辺の長さが同じ。 

C:長方形と同じところ（４つのかどが直角）と違うところ

（辺の長さ）がある。 
 
◯四角形の構成要素である、かどの形と辺の長さに着目し

て調べると、四角形の特徴をとらえることができたことを

まとめる。 
 
◯用語「正方形」を知り、定義をまとめる。 
 
 
 

◯用語「長方形」を知り、定義をまとめる。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
♦正方形は４つのかどが直角で、４

辺の長さが等しい四角形であるこ

とを理解している。 

【知・技】（観察・ﾉｰﾄ） 
 
♦長方形は４つのかどが直角で、向

かい合った辺の長さが等しい四角

形であることを理解している。 

【知・技】（観察・ﾉｰﾄ） 

視
点
を
決
め
て
振
り
返
る 

《振り返りの視点》 

・１番の学びや新たな発見 

・これからの生活で生かせそうなこと 

・前の学習と似ている・違う 

・新たな疑問 
 

・学びのページに書き溜めていく。 
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新
た
な
問
い 

 

C:四角形は辺の長さと直角の数で４つに分けられたから、

三角形もさらにこまかく分けられそうだ。 

C:自分でも四角形を作って図形図鑑をうめたい。 

C:じぶんで四角形書けるよ。 

・ふりかえりから、三角形のパズル

に対する発言があれば、次時につ

なげる。 

 
＜協議の視点＞ 

１時間の中に長方形、正方形、その他２つの四角形を扱うことで、直角・辺の長さに着目し、比較して、

それぞれの特徴を見出し、図形の特徴に気付くことができていたか。 

 

 

 


